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■特別功労表彰［町政の向上発展に貢献］

■特別功労表彰［町政の向上発展に貢献］

▲  20 年勤続の感謝状を受け取る屋敷納税貯蓄組合長の藤原さん

▲ 表彰者・感謝状贈呈者の皆さん

▲ 功労表彰を受け取る故・山本
隆夫さんの子・裕司さん

▲ 善行表彰を受け取る西田
晴雄さん▲ 第２部で講演した鶴谷先生

自
治
功
労
者
表
彰
式
・
自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会

長
年
に
わ
た
る
功
績
た
た
え
表
彰

　

町
で
は
、
11
月
21
日
に
本
年
度
の
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄
組
合
長

大
会
を
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
町
政
の
向
上
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
14
人
の

皆
さ
ん
に
薄
町
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
薄
町
長
が
「
長
年
に

わ
た
る
ご
功
績
と
ご
労
苦
に
、
町

民
を
代
表
し
て
衷
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
た
後
、
青
木
照
夫
町
議
会

副
議
長
が
町
議
会
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
で
は
、

出
席
し
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
薄

町
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈

り
、
そ
の
長
年
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
特
別
功
労
表

彰
を
受
賞
し
た
薄
上
幸
一
さ
ん
が

「
特
別
功
労
表
彰
の
受
賞
は
、
家

族
や
関
係
者
を
は
じ
め
、
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
励
ま

し
の
賜
物
。
今
後
も
、
こ
の
受
賞

を
励
み
に
、
微
力
な
が
ら
町
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
受

賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
第
２
部
の
講
演

が
開
か
れ
、
県
立
医
科
大
学
会
津

医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
副
院
長

で
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
内

科
学
講
座
教
授
の
鶴
谷
善
夫
先
生

が
「
家
庭
血
圧
計
に
よ
る
血
圧
管

理
方
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
家

庭
で
の
血
圧
測
定
の
重
要
性
を
熱

弁
し
ま
し
た
。
身
近
な
血
圧
の
話

と
あ
っ
て
、
聴
講
し
た
皆
さ
ん
は

興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　町消防団員として、36 年の長きにわたり消防人として活躍。

平成６年７月からは分団長を務め、団員の指導に励むとともに

近代的な消防技術の向上に尽力し、組織強化に貢献。平成 29

年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章。

　町選挙管理委員会委員として、４期 16 年の長きにわたり公

正かつ適正な選挙の執行に貢献。平成 11 年９月からの１期４

年間は委員長職務代理者、平成 15 年９月からの３期 12 年は

委員長を務めた。平成 29 年秋の叙勲で旭日単光章を受章。

◎選挙管理委員会委員の期間［４期 16 年］

　平成11年９月29日～平成27年９月28日

◎委員長を務めた期間［３期 12 年］

　平成15年９月29日～平成27年９月28日

■功労表彰［教育、文化、学術、スポーツ等の興隆に貢献］

　剣道場・錬心館館長 　故山　本　隆　夫

■自治区長永年勤続者  ［5年勤続］

　堀越自治区長 齋　藤　俊　二

　中野自治区長 長谷川　正　美

　柴崎自治区長 佐　藤　清　治

　橋立自治区長 佐　藤　健　一

　道目自治区長 井　上　國　男

　中町自治区長 岩　橋　義　平

　宮野自治区長 五十嵐　政　夫

平成30年度　表彰者・感謝状贈呈者［敬称略］

■善行表彰［町政の向上発展に貢献］

　 高目自治区　　西　田　晴　雄

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［20 年勤続］

　屋敷納税貯蓄組合長 　藤　原　　　昭

■納税貯蓄組合長永年勤続者 ［10 年勤続］

　縄沢大畑納税貯蓄組合長 青　津　照　雄

　弥栄納税貯蓄組合長 星　　　敦　志

感謝状贈呈

自治功労者表彰

前町選挙管理委員会委員長

 薄　上　幸　一

元町消防団第二分団長

長谷川　惠　一

◎消防団在職期間［36 年２カ月］

　昭和35年５月２日～平成８年６月30日

◎分団長を務めた期間［２年］

　平成６年７月１日～平成８年６月30日
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議
案
20
件
を
審
議
、
可
決

12
月
町
議
会
定
例
会
報
告

12
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
平
成
30
年
第
７
回
町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の

一
部
改
正
や
平
成
30
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
町
政
が
当
面
す
る
重
要
な
議
案
20
件
が
審
議
さ
れ
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
総
合
計
画
の
策
定
―
―

　

平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る

次
期
総
合
計
画
は
、
平
成
30
年
１

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事
院

お
よ
び
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
準
じ
、
期
末
手
当
の
支
給
月

数
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ

る
な
ど
の
改
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
人
事
院
お
よ
び
県

人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準
じ
、

職
員
の
給
料
を
平
均
０
・
12
㌫

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
勤
勉
手

当
の
支
給
月
数
を
０
・
０
５
月

分
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改
正

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
う
町
民
税
の

非
課
税
の
範
囲
等
に
係
る
条
例

改
正

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
次
）
＝
燃
料
費
や
修

繕
費
の
増
加
に
伴
う
指
定
管
理

委
託
料
の
増
額
や
介
護
給
付
費

の
増
加
見
込
み
に
よ
る
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
な

ど
、
３
０
８
５
万
１
０
０
０
円

の
増
額

◆
平
成
30
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
公
社
造
林
契
約
の
一
部
変
更
＝

本
町
財
産
区
の
廃
止
に
伴
い
、

取
得
し
た
公
社
造
林
の
収
益
分

収
割
合
を
変
更

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
へ

の
同
意
＝
江
添
信
城
さ
ん
を
任

命
（
再
任
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
へ
の

同
意
＝
岩
原
稔
さ
ん
（
７
町

内
）
を
選
任

◆
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
＝
地
方
自
治
法
の

改
正
に
伴
い
、
同
組
合
の
監
査

委
員
の
選
任
方
法
等
に
つ
い
て

規
約
を
一
部
変
更

◆
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
＝
町
議
会
議
員
の
定
数
を

14
人
か
ら
12
人
に
改
正
﹇
議
会

提
案
﹈

◆
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
＝
議
員
定
数
減
に
伴
う
委
員

定
数
の
変
更
お
よ
び
広
報
広
聴

常
任
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す

る
た
め
の
改
正
﹇
議
会
提
案
﹈

◆
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
変
更

＝
議
員
が
出
産
す
る
場
合
の
欠

席
届
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
し

た
ほ
か
、
議
案
お
よ
び
修
正
の

動
議
の
提
出
要
件
を
変
更
﹇
議

会
提
案
﹈

月
に
策
定
作
業
を
開
始
し

て
以
来
、
町
民
の
皆
さ
ん

30
人
に
よ
る
「
総
合
計
画

検
討
会
議
」
と
、
町
職
員

25
人
に
よ
る
「
総
合
計
画

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
連
携
し
て
検
討
作
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
基

本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本

計
画
か
ら
な
る
総
合
計

画
・
公
表
案
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
11
月
13
日

か
ら
12
月
３
日
ま
で
意
見
公
募
を

行
い
、
さ
ら
に
11
月
21
日
か
ら
は

町
内
５
地
区
で
町
民
懇
談
会
を
開

催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
計
画

案
の
議
会
上
程
に
向
け
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

若
者
向
け
住
宅
整
備
事
業
―
―

　

若
年
層
の
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
た
め
の
「
若
者
向
け
住
宅

整
備
」
に
つ
い
て
は
、
９
月
定
例

会
で
旧
野
沢
保
育
所
敷
地
を
整
備

用
地
と
す
る
た
め
既
存
建
物
の
解

体
撤
去
に
係
る
補
正
予
算
を
議
決

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
町
で
10
月

と
11
月
に
４
町
内
と
５
町
内
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
敷
地
に
隣
接
す
る

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
事
業
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
心
配
な
点
や
不
安
な
点
な

ど
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
部
分
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
一
つ
一
つ
説
明
し
、
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
来
年
度
の
住
宅
整
備

に
向
け
、
可
能
な
限
り
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

渇
水
対
策
の
状
況
―
―

　

平
成
30
年
夏
の
少
雨
・
渇
水
等

に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
、
各
生
産
者
が
取

り
組
ん
だ
揚
水
等
に
か
か
っ
た
経

費
に
対
す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
個
人
農
家
か
ら
70
件
、
１
４

４
万
７
０
０
０
円
、
水
・
土
・
里

環
境
委
員
会
に
水
利
組
合
な
ど
の

団
体
か
ら
７
件
、
50
万
１
０
０
０

円
の
申
請
が
あ
り
、
全
件
の
交
付

決
定
を
10
月
12
日
ま
で
に
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
同
日
付
け
で
「
対

策
本
部
」
を
解
散
し
ま
し
た
。

水
稲
の
作
況
と

利
子
補
給
事
業
―
―

本
町
の
会
津
よ
つ
ば
農
協
へ
の

米
の
出
荷
状
況
を
み
る
と
、
一
等

米
比
率
は
10
月
22
日
現
在
で
98
・

６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
集
荷

（
↖
次
㌻
上
へ
）

率
は
当
初
契
約
数
量
に
対
し
て
８

割
程
度
と
例
年
を
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
夏
の
少
雨
・
渇
水
等
に

よ
る
未
熟
米
の
増
加
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
初
予
定
し

て
い
た
数
量
を
出
荷
で
き
な
い
農

家
に
は
、
生
産
資
材
等
の
経
費
を

精
算
す
る
た
め
に
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
が
必
要
な
生
産
者
も

い
る
こ
と
か
ら
、
県
と
会
津
よ
つ

ば
農
協
で
は
本
年
の
高
温
・
少
雨

等
に
係
る
災
害
資
金
を
創
設
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
、
農
業
経
営

の
維
持
安
定
を
図
る
た
め
の
緊
急

的
な
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ら
融
資

資
金
の
低
利
化
を
図
る
「
利
子
補

給
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

今
冬
の
除
排
雪
対
策
の
拡
充
―
―

　

昨
年
度
は
６
人
体
制
で
19
世
帯

の
支
援
を
行
っ
て
い
た
雪
処
理
支

援
隊
は
、
支
援
対
象
世
帯
が
平
成

30
年
度
の
調
査
で
30
世
帯
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
人

増
員
の
９
人
体
制
で
支
援
を
行

い
、
冬
期
間
の
安
心
を
確
保
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

ま
で
は
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
た
年
に
限
り
実

施
し
て
い
た
除
排
雪
費
用
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
助
成
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。対
象
世
帯
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
者
世
帯
等
で
、
自
力
で
の
除
排

雪
が
困
難
な
非
課
税
世
帯
で
す
。

助
成
額
は
年
間
１
万
円
で
、
申
請

に
よ
り
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
排
雪
を
行
う
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
事
業
所
や

個
人
事
業
主
等
を
募
集
し
、
登
録

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
事
業
の
対
象
世

帯
以
外
か
ら
「
除
排
雪
を
依
頼
で

き
る
事
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

登
録
事
業
者
の
中
で
公
表
を
希
望

し
た
事
業
者
を
町
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
雪
の
相
談
窓
口
を
通

じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
事
業
―
―

　

本
事
業
は
、
平
成
30
年
６
月
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
利
用
し
た

取
り
組
み
を
開
始
し
、
11
月
25
日

現
在
、
１
３
２
件
、
１
７
３
万
４

０
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
平
成
29
年
度
と
比
較
す
る

と
87
件
、
47
万
３
０
０
０
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
品
は
、

食
味
値
が
85
点
以
上
の
西
会
津
げ

ん
き
米
を
「
西
会
津
げ
ん
き
米
プ

レ
ミ
ア
ム
」
と
し
て
付
加
価
値
を

高
め
る
な
ど
、
新
米
を
中
心
に
44

品
目
に
増
や
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
一
新
し
、
在
京

西
会
津
会
の
会
員
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
送
付
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
広
告
掲
載
や
観
光
施
設
へ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
置
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
広
く
寄
付
を
募
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者

研
修
会
・
学
校
公
開
―
―

　

西
会
津
小
・
中
学
校
で
は
、
平

成
29
年
度
、
30
年
度
の
２
年
間
、

青
少
年
赤
十
字
研
究
推
進
校
の
指

定
を
受
け
、「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
」

を
研
究
主
題
と
し
、
そ
の
実
践
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
30

年
10
月
19
日
に
西
会
津
小
・
中
学

校
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
・
学
校

公
開
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
約

２
５
０
人
が
集
ま
り
、
小
学
校
で

は
公
開
授
業
を
行
い
、
中
学
校
で

は
地
域
学
習
と
町
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
よ
り
、
授
業
内
容
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み
に
関
し

て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、
町
で
は
今
後
も
地
域
と
学

校
が
連
携
を
深
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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宝くじの社会貢献広報事業

コミュニティ助成事業で防災備品を整備

長年にわたる保護司の活動が評価

佐藤洋子さん、矢部幸彦さんが法務大臣表彰受賞

秋の叙勲の受章を薄町長に報告

田崎敬修さんが瑞宝双光章を受章

　中野区自主防災会では、本年度に一般財

団法人自治総合センターのコミュニティ助

成事業により、発電機やチェーンソーなど

の防災備品の整備を行いました。

　コミュニティ助成事業は、地域社会の発

展と住民福祉の向上などを目的に「宝くじ

の社会貢献広報事業」として宝くじの受託

事業収入を財源に実施されています。

　11 月 27 日、保護司の佐藤洋子さん（写真中央）と

矢部幸彦さん（写真右）が町役場を訪れ、法務大臣表彰

の受賞を薄町長に報告しました。薄町長は受賞を祝福す

るとともに、「ここからをまた新たなスタートとして、

ぜひ今後も更生保護活動にお力添えをお願いします」と

協力を求めました。

　法務大臣表彰は、佐藤さん、矢部さんのそれぞれ 20

年以上にわたる更生保護活動と犯罪予防に尽くした功績

が評価されたもので、２人は「受賞を励みにこれからも

保護司として社会に尽くしていきたい」と話しました。

　平成 30 年の秋の叙勲で瑞宝双光章を受章した田崎敬修さんが

11 月 20 日に町役場を訪れ、薄友喜町長に受章を報告しました。

薄町長は受賞を祝福し、田崎さんは伝達式や伝達式後の皇居御参内

の様子などを話しました。田崎さんは、昭和 47 年に県教諭となっ

て以来 38 年間、教師として子どもたちの自立心や主体性を養う教

育に力を注ぎ、旧尾野本小や喜多方一小などの校長を歴任しました。

そうした功績が認められ、このたびの受章となりました。田崎さん

は現在、西会津町観光ガイドの会の会長を務めるほか、子どもたち

に地元の歴史や勉強などを教える活動も行っています。

▲ 写真後列左から田﨑さん、佐原さん、新田さん、前列左から
安藤さん、薄町長（齋藤さんは欠席）

本町の魅力を広く発信し、さまざまな情報を収集

「西会津応援大使」を町外に住む５人に委嘱
　町では、町の豊かな自然や歴史、文化、芸術、

観光等の情報を広く発信するとともに、町のイ

メージ向上と観光の活性化を図り、また、企業誘

致に関する情報を得るため、11 月 16 日、町に

ゆかりのある町外在住者５人を「西会津応援大使」

に委嘱しました。

◆西会津応援大使

　新　田　興　助 さん（神奈川県横浜市鶴見区）

　齋　藤　平　二 さん（東京都江東区）

　田　﨑　公　司 さん（兵庫県尼崎市）

　安　藤　壽美子 さん（東京都世田谷区）

　佐　原　　　勇
たけし

 さん（東京都新宿区）

＜問い合わせ先＞

　商工観光課・商工観光係　☎ 45―2213

今年も雪処理支援隊を設置

自力での雪処理が困難な家庭を支援

交通安全教育活動、広報活動などに従事

交通教育専門員に新澤光男さん

　町では、自力での除雪が困難で、家族や集落からの支援も難しい高齢

者世帯などを支援するため、今冬も雪処理支援隊を設置しました。12

月３日に町役場で行った辞令交付式では、薄町長が隊員に辞令書を手渡

し、「町民の皆さんの目線に立った作業を心掛け、体調は万全に、事故

のないよう活動をお願いします」とあいさつしました。雪処理支援隊は、

今年の３月末まで対象者宅を見守りながら、除排雪の支援を行います。

写真＝前列左から矢部丈夫さん、平野眞さん、渡部秀満さん、後列左か

ら横山範之さん、佐藤誠一さん、齋藤英行さん、五十嵐勝彦さん

　町では、交通安全教育活動、広報活動などを行う交通教育専門員に新澤光男さ

んを再任しました。12 月３日に町役場で行った辞令交付式では、薄町長が「街

頭啓発は暑い日も、寒い日も、雪の日もあり、大変な職務。健康に留意し、事故

のない明るい社会をつくるため、ご協力をお願いします」と訓示を述べました。

新澤さんの任期は平成 30 年 12 月１日から３年間です。
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